
５　議題

(1) 伊勢原市第５次総合計画 前期基本計画の概要について

　　主な議論は次のとおり

［質　問］ ［回　答］

①

②

(2) 外部評価の実施方法及び外部評価委員会スケジュールについて

　   主な議論は次のとおり

［質　問］ ［回　答］

①

②

　施策の説明について当日の説明と、前の回
での説明に何か違いはあるのですか。

　分科会当日の説明は、外部評価をしていた
だくにあたり導入としての位置付けになりま
す。分科会当日には施策を所管する部長をは
じめとした職員が出席し、質疑応答に対応す
る予定です。

   人口推計について、第５次総合計画にて示
されている計画人口は減少を見込んでいます
が、各市もこのように人口の減少を見込んで
いるのですか。
　また、人口の減少を見込みますと事業が絞
られてしまうので はないでしょうか。

　計画策定当時、全国的に人口減少社会が進
展しており、本市におきましても自然増減、
社会増減を推計したところ、減少する見込み
となりました。
　以前は、人口を推計する際は、区画整理事
業や大規模開発による人口の増加を見込み、
それに見合う施策を展開するという手法が計
画づくりの基本でしたが、先程担当が説明し
ましたように全国規模でこれからは人口が増
えない、人口減少を基本に考えています。

　第５次総合計画前期基本計画における伊勢
原市の特徴を教えてください。

　第５次総合計画前期基本計画では、本市の
大きなプロジェクトである新東名高速道路、
国道２４６号バイパスといった広域幹線道路
の整備について、特に強調しています。

　評価結果がＡＢＣの３段階とＡＢＣＤの４
段階のものがありますが、最終的に全体を見
るときに、３段階のものと４段階のものが混
在していてどのように評価するのでしょう
か。全部同じ評価結果にすると分かりやすい
と思うのですが、このあたりお考えはあるの
でしょうか。

　３段階４段階で比較するのではなく、項目
ごとで評価していただくことを考えていま
す。得点で集計するのではなく、項目ごとで
評価をしていただきます。
　施策の方向性が、後期の基本計画を策定す
る上で、今の施策をどのような方向で進めて
いくかということの判断になりますので、施
策の達成状況、市民意識の反映、課題の捉え
方の評価を踏まえて、最終的に施策の方向性
に収束していく形になります。施策の方向性
にて、施策の今後の考え方を示していただく
つくりになっています。
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